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書名/著者名/出版社/出版年 資料番号 場所 

SDGsを問い直す：ポスト/ウィズ・コロナと人間の安全保障 

野田 真里／編著 法律文化社  2023 
1014623621 ２階Ａ３ 

SDGsチャレンジ 100：小さな行動から大きく世界を変えよう! 

SDGs市民社会ネットワーク／監修 偕成社  2023 
1014615965 １階子２  

やさしくわかるエネルギー地政学 ： エネルギーを使いつづけるために知っ

ておきたいこと （未来につなげる・みつける SDGs） 

小野崎 正樹・奥山 真司／著 技術評論社  2024  

1014730087 １階子６ 

クンドルニュース

 
 

「クンドル(KUNDL)」は九州国連寄託図書館の英語の頭文字です 

Kyushu United Nations Depository Library   九州国連寄託図書館 

国連未来サミット 

SDGsの今後 

について考える 
 

グローバルな課題に取り組む最良の手段である SDGsの達成は、未だ不透明なまま

で、最新の報告書（裏面の注目資料で紹介しています）では、世界は SDGsの約束を

果たせなくなりつつあるとの警鐘を鳴らしています。 

国連の一大イベント、国連未来サミット (Summit of the Future)が、９月 22 日から 23日にかけて

ニューヨークで開催されます。 

世界の指導者たちが一堂に会するこのサミットでは、私たちが生き残るために、未来を守りながら

より良い現在を実現する方法について新たな国際合意の形成を目指します。そして平和と安全、持続

可能な開発、人権の３つを柱とした実行可能で将来を見据えた「未来のための協定（Pact for the 

Future）」が採択される予定です。 

KUNDL News No.143 

2024 年 ９月・10月 

 

９月 22 日～23日 ニューヨーク国連本部 

紛争の激化、気候危機、サイバー攻撃など今日の差し迫った問題にうまく対処するためには多国間での

連携が必要です。未来サミットは、SDGs を再び軌道に乗せ、私たちの未来にとって重要な課題を一気に

加速し前進させるチャンスです。 

＜背景＞ 

グテーレス国連事務総長は 2021年９月 10日、『私たちの共通の課題（Our Common Agenda）』と題する

ビジョンを発表しました。このビジョンは 2020 年の国連創設 75 周年にあたり、加盟国から、現在 およ

び未来の課題に対処するための提言に回答する形でまとめられたものです。事務総長は『私たちの共通の

課題』の中で、世界の分断が進み、不信感が蔓延している現在、人々、国同士、世代間の連帯と、それに

対応する多国間システムの刷新を呼びかけました。一世代に一度の機会として提案されたのが今回の国連

未来サミットです。 



国連は、2023年 12月の国連総会において、９月 20

日を「世界クリーンアップデー」と宣言する決議

（A/RES/78/122）を採択しました。 

不法投棄されたゴミは深刻な環境汚染を引き起こ

しています。この日は世界が一致団結して課題解決の

ための行動に取り組むべく、各国で清掃活動や関連イ

ベントが行われます。街中から海岸・河川まであらゆ

る場所に散らかったごみを拾い集め、清掃するととも

に、世界規模でのつながりを実感できる活動としても

期待されています。 

日本では世界クリーンアップデーの９月 20 日から

29 日までの期間を「秋の海ごみゼロウィーク」とし

て全国一斉清掃キャンペーンが開催される予定です。 

◆◇今月の注目資料◇◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

世界クリーン 

 

開館時間：10:00～20:00 

10:00～19:00 (日・祭日) 

＊相談業務は 19:00(日・祭日 18:00)まで 

 

休 み ：毎週月曜・毎月月末 

（休日のときはその翌平日） 

年末年始・図書特別整理期間 

九州国連寄託図書館     

〒814-0001 福岡市早良区百道浜 3 丁目 7 番 1 号  福岡市総合図書館 ２階 
TEL 092 (852) 0628 

 

 詳細をお知りになりたい方は、ぜひ２階国際・

国連カウンターにお立ち寄りください！ 

９月 20 日 

 

今年はとても暑い夏でした。こ

の暑さを感じながらの「何もしな

いともっと暑くなる」というフレ

ーズは心に刺さります。皆さんの

投稿を見ると、特別な行動を起こ

すというより、購入商品や、移動

手段、飲食の仕方など選択を変え

ることで気候行動につなげてい

る、というメッセージが多く見ら

れます。参考にして実践したいと

思います。 

★報告書全文（英語）https://unstats.un.org/sdgs/report/2024/ 

「＃1.5℃の約束」 「＃何もしないともっと暑くなる」「＃10の行動」 

の３つのハッシュタグをつけて、それぞれの SNSアカウントから「野菜

をもっと多く食べる」「環境に配慮した製品を選ぶ」「声を上げる」とい

った気候行動を紹介し、個人に対してもこれらのハッシュタグを使って

行動をシェアすることを呼びかけます。 

ご存知ですか？ 

国際デー 

アップデー 

SNS ムーブメント 

「何もしないともっと暑くなる」スタート！ 

 

SDGｓの報告書の最新版 

『The Sustainable Development Goals Report 2024 (持続可能な開発目標（SDGs）報告 2024)』   

United Nations Department of Economic and Social Affairs 2024 

SDGｓの進捗状況を示す国連報告書の最新版、『持続可能な開発目標（SDGs）

報告 2024』が 2024 年 6 月末に発表されました。報告書では、「SDGs のターゲ

ットのうち、現時点で達成に向けた軌道に乗っているのはわずか 17%で、半数

近くは最低限かわずかに進捗、３分の 1超は停滞または後退していることを明

らかにしています。進捗を大きく妨げた要因として、新型コロナウイルス感染

症の長引く影響、紛争の悪化、地政学的緊張、気候危機の拡大を挙げています。 

８月１日～９月 30日 

 
国連広報センターとメディアと共同で展開している気候キャンペーン 

「1.5℃の約束 – いますぐ動こう、気温上昇を止めるために。」の一環 

気候変動を食い止めるため

に行動の輪を広げよう！ 

また、2022年を 2019年と比較すると、極度の貧困に陥った人々は 2,300万人増加、飢えに苦しむ人々

は１億人超増加。2023 年は、武力紛争で命を落とした民間人の数が急増、また観測史上最も暑かった年

でもあり、世界の気温上昇が危機的な 1.5°C に迫った、など深刻な状況を浮き彫りにしています。 

https://www.unic.or.jp/n

ews_press/info/50564/ 
詳細は： 

file:///C:/Users/lics-user/Desktop/A_RES_78_122-EN.pdf
https://unstats.un.org/sdgs/report/2024/
https://www.unic.or.jp/news_press/info/50564/
https://www.unic.or.jp/news_press/info/50564/

